
『電⼒削減の取り組み』
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会社案内



事業内容

樹脂加工

機器組立

・各種樹脂・軽金属の精密切削・旋削加工 及び 仕上げ加工
・各種樹脂特殊加工
・各種実験装置設計製作

・小型精密機器組み立て
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沿革



売上100万あたり約76％の電気料金
2002年ﾍﾞｰｽ
比率
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始業開始2時間の間にピーク電力

使用電力量/

量

量

使用電力量

使用電力量



空調機タイマー設定、時差作動で電力分散

タイマー無 タイマー有

(kW) (kW)

(kW)(kW)
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約10％のピーク電力削減に成功



更なる電力削減に向けて「電力見える化」
設備の導入

生産設備
27台

エネルギー
モニタ

主装置

分電盤内CT

キュービクル内
動⼒・電灯主幹



計測32ポイント
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診断結果 夏の午後にピーク電力
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診断結果 冬の朝のピーク電力要因
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空調機タイマー時差作動で
要因は空調機ではない

計測ポイント15の設備が要因
14kW(7kWh)
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計測結果 最大電力
最大電力kW

（計測15）オークマ　1号機 14.24
（計測16）旧マザック 3.36
（計測06）新マザック 2.94
（計測26）森精機　2号 2.62
（計測20）森精機　1号 2.56
（計測21）新マザック 2.42
（計測08）森精機5080 2.34
（計測13）キワミ1号機 2.02
（計測22）タキザワ半自動旋盤 1.78
（計測23）タキザワ　2号 1.52
（計測27）NC日立　タキサワ　1 1.40
（計測11）キワミ2号機 1.38
（計測09）新E　NS38タキザワ 1.34
（計測01）日立工機 1.32
（計測17）滝沢汎用旋盤 0.84
（計測10）ブルーライン汎用旋盤 0.64
（計測25）ブラザー　2 0.64
（計測24）ブラザー　1 0.62
（計測03）静岡鉄鋼 0.60
（計測14）汎用旋盤　光畑 0.58
（計測19）FUNUC　＠D21LiB5 0.52
（計測18）静岡鉄鋼 0.50
（計測05）春日フライス 0.38
（計測04）モデラ1号・2号 0.24
（計測12）エグロ 0.24
（計測07）卓上小マツダ 0.12
（計測02）コンタ 0.06
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計測結果 使用電力量
0千kWh 1千kWh 2千kWh 3千kWh 4千kWh

 使用電力量kWh
（計測16）旧マザック 3,259.34
（計測15）オークマ　1号機 3,038.05
（計測20）森精機　1号 1,508.33
（計測21）新マザック 1,390.48
（計測26）森精機　2号 1,376.60
（計測06）新マザック 1,368.29
（計測08）森精機5080 1,316.40
（計測13）キワミ1号機 998.24
（計測23）タキザワ　2号 995.38
（計測27）NC日立　タキサワ　1 895.86
（計測11）キワミ2号機 813.53
（計測09）新E　NS38タキザワ 665.63
（計測25）ブラザー　2 454.00
（計測19）FUNUC　＠D21LiB5 303.39
（計測24）ブラザー　1 274.81
（計測01）日立工機 239.06
（計測04）モデラ1号・2号 193.11
（計測18）静岡鉄鋼 185.05
（計測03）静岡鉄鋼 178.50
（計測22）タキザワ半自動旋盤 147.62
（計測17）滝沢汎用旋盤 89.15
（計測14）汎用旋盤　光畑 61.46
（計測10）ブルーライン汎用旋盤 33.16
（計測05）春日フライス 28.19
（計測12）エグロ 18.06
（計測07）卓上小マツダ 6.24
（計測02）コンタ 0.22



診断結果まとめ

夏の午後のピーク電力低減の為に

・デマンドピーク時間に散水
・風通しの良い場所で⽇除け
※冬季は暖房効率UPの為⽇除けを除去

・10年経過した空調は計画的に更新

使用開始の時間帯は夏冬の空調ピーク時間帯は避ける

作業効率を改善すること、また優先的に省エネ機器へ
更新計画し使用電⼒量の削減を。

計測ポイント15

計測ポイント16



今後

診断結果をもとに

*電力使用量の高い設備を対象に、待機・段取り・加工時間などを測

定できるようなセンサーなど設置し、生産効率の改善を進めることで、電

力削減を進めたい。

*待機電力が高い設備などは、待機時間の電力使用量（電気料金）が

「見える化」したことで、電力消費量が低い、最新設備への更新対象へ

移行していく。



計測ポイント15
2019年の電力使用量

診断結果から空調ピーク時間帯を避けたいが
段取りから生産着手となると午後に電力ピークが
重なる。



計測ポイント15
各年の電力使用量

各年とも 空調使用の多い月とピークが重なる
‘23年1月 電力量が多い（最高/最低 気温9.5℃/1.6℃）
設備の稼働状況からピークを避けることが難しい。



計測16ポイント
2019年の電力使用量

診断結果から省エネ機器へ更新を計画
2019年11月に導入（使用年数20年越えの機器）
更新の結果 待機電力が0になり 電力量 30分は
待機電力以下の電力量で生産している。

使用年数20年越えの機器で電源が落とせず
待機電力が約0.9kWhある。

機器を更新したことで待機電力が0kWhになる。



計測ポイント16
各年の電力使用量

更新後の電力量は 現在も約1/3で稼働している。



計測ポイント30
電灯の電力使用量

2019年の電灯Tr-1電力使用量は 月平均 8,000kWh
2021年11月 LED照明切替
2022年の電灯Tr-1電力使用量は 月平均 6,000kWh
約25％の削減効果（2023年も 月平均6,000kWh）



計測ポイント31
電灯の電力使用量

2019年の電灯Tr-12力使用量は 月平均 4,000kWh
2021年11月 LED照明切替
2022年の電灯Tr-1電力使用量は 月平均 3,000kWh
約25％の削減効果（2023年も 月平均3,000kWh）



計測ポイント32
動力の電力使用量

動力Tr-2は 空調動力関連系統
2019年は8月が最大値となっている。
また 休日明けに立ち上がりがみられる。



計測ポイント32
動力の電力使用量

2021年1月の最高/最低 気温16.3℃/-4.1℃

2021年は1月が最大値となっている。
最低気温も-4.1℃を記録 寒い年だった。



計測ポイント32
動力の電力使用量

2019年８月の最高/最低 気温38.6℃/21.2℃ 2023年８月の最高/最低 気温38.9℃/24.7℃



『ご清聴ありがとうございます』


